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 株式会社ガイアックス（本社：東京都千代田区、代表執行役社長：上田 祐司、証券コード：3775、以下 ガ

イアックス）が運営する、平日連泊に特化したホテル予約サイト「Otell（オーテル、 https://otell.jp/ )」は、

2023 年 7 月 23 日から開催となる親子ワーケーションプランの提供を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 子どものための親子ワーケーション 

ワーケーションといえば、働いている大人を対象とすることが多いですが、今回は、子どものための親子ワ

ーケーションであることが特徴です。 

ワーケーション先の越後湯沢では、子どもの「やってみたい！」からアクティビティを大切にする社会教育関

係団体「湯沢ローカルキッズラボ」の夏休みラボに参加することができます。湯沢ローカルキッズラボは、多

様な価値観や特性を持った仲間とのコワーキング・プロセスを通じて、それぞれが学校で学んできたことを豊

かに"活用"し、一人ひとりの子どもの「生きる力」を育む「子どものためのコワーキング・プレイス」を提供して

います。 

 

■ Otell での親子ワーケーションの実績 

政府のテレワーカー増加目標や新型コロナウイルスによる就業形態の変化を受け、在宅・リモートワークが

可能な勤務者が増加しました。コロナ禍から回復し出社が戻ったとはいえ、在宅・リモートワークと出社を組

み合わせた働き方、ハイブリットワークを推奨する企業は広がり、その働き方は定着しつつあります。 

Otell では、ニーズの多様化に合わせて、仕事環境の整ったホテルや旅館を平日お得な料金で提供してま

いりました。 

その中で「子どもを連れてワーケーションに行きたい。」というご意見をいただくこともあります。Otell では、

元々定価よりかなりお得な平日連泊プランを提供していますが、2 人目以降半額、乳幼児は添い寝であれ

ば無料で宿泊することが可能（一部ホテルを除く）です。大々的には PR していませんが、お子さんを連れて

の親子ワーケーションは Otell でもオススメしています。 

ホテル平日連泊の「Otell」、大人ではなく 

子ども中心の夏休み親子ワーケーションプランを越後湯沢で提供 

〜子どもの「やってみたい！」から始まるサマープログラム〜 



■ 週末や夜は滞在先で家族で過ごすし、平日保護者は仕事や観光に 

また Otell は、仕事環境が揃ったお部屋のみを提供できることが特徴です。保護者の方々は滞在先にて快

適にワーケーション、リモートワークが可能です。たまには観光に出かけたり、現地や一緒に参加した方とコ

ワーキングで交流するのも良いかもしれません。 

平日昼間はそれぞれすごし、夜や週末は滞在先でご家族で過ごしたり、知り合ったみなさんとわいわいご

飯を食べたり、、 

多様な仲間が集まり自律的な協働経験を積みながら、子どもも大人も成長する。そんな１週間を過ごすこと

ができます。 

 

■ 親子ワーケーションプランの概要 

● 開催日： 

7/23(日)〜26(水) 3 泊 4日 

7/30(日)〜8/4(金) 5 泊 6日 

8/20(日)〜25(金) 5 泊 6日 

 

● 滞在先：エンゼルグランディア越後湯沢 

・受け入れ部屋数：各日程 5部屋 

・アクセス：東京駅→越後湯沢駅まで約 80分→シャトルバス約 15分 

・１人目の販売金額： 

プラン①：7/23(日)〜7/26(水) 3 泊 4日 ：¥19,580 (税込) 

プラン②：7/30(日)〜8/4(金) 5 泊 6日 ：¥26,180（税込） 

プラン③：8/20(日)〜8/25(金) 5 泊 6日 ：¥26,180（税込） 

・2 人目以降の販売金額： 

小学生以上：上記金額の半額 

6 歳以下：添い寝であれば無料 

・特徴： 

露天風呂・サウナ・ジムなどリフレッシュに最適な多くの館内施設 

越後湯沢駅からシャトルバスが充実 

ウォーターパークや散策ツアーなどホテル独自の親子コンテンツ 

 

● 子どものサマープログラム：湯沢ローカルキッズラボ 

・公式サイト： 

https://yuzawakids.wixsite.com/localkidslabo/%E3%83%A9%E3%83%9C%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6  

・参加費：¥15,000（月〜金の 1 週間、1人あたり） ※昼食代・教材費・傷害保険料・税込 

 

その他詳細については、以下のウェブページを参照ください。 

https://otell.jp/child-workation-lp/ 

 

■ ガイアックスの取り組み背景 

ガイアックスでは、様々な事業におけるリソースやノウハウを活かし、学校に行かない日の遊んで学べるオ

ルタナティブスクール（フリースクール）「ainiスクール」、中高生の探究学習×アントレプレナーシップ教育の

「起業ゼミ」、地方創生 DAO など、社会課題の解決にも合わせて取り組んでいます。 



・ １週間のホテルワーク「Otell」会員登録ページ（※会員登録は完全無料です） https://otell.app/ 

・ 遊んで学べる体験プラットフォーム aini https://helloaini.com/ 

・ 学校に行かない日の遊んで学べるオルタナティブスクール（フリースクール）「ainiスクール初等・中等部」 

https://helloaini.com/entry/featuring/aini-freeschool/ 

・ 不登校の小中学生に大好評！4月開校から退会者 0名の ainiスクールが夏休みにサマースクールを開

校！ https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000564.000003955.html 

・ 経済産業大臣賞受賞の生徒も先生も熱中する起業がテーマの “本物の” 探究プログラム「起業ゼミ」 

https://www.gaiax.co.jp/startup-seminar/ 

 

■ ガイアックスとは：「人と人をつなげる」をミッションに掲げ、社会課題の解決を目指すスタート

アップスタジオ※ 

ガイアックスは、他人のことを自分ごととして捉えられる社会を目指して「Empowering the people to connect 

～人と人をつなげる」を 1999年の創業時からミッションとしています。2015 年からはソーシャルメディアの発

達により新しく生まれたシェアリングエコノミーにも取り組み始めました。個人間の情報のやり取りがより一層

容易になり、ビジネスは BtoB（会社対会社）や BtoC（会社対個人）の取引だけではなく、CtoC（個人対個人）

の取引がより一般的になると考えてのことです。 

さらに web3/DAO は、シェアリングエコノミーのさらに先にある、個々人が主役となる脱階層組織・フラットな

コミュニティを実現するために極めて重要な技術であると目し開発を続けてきました。これからも、ガイアック

スは個人が輝く社会を目指して取り組んでいきます。 
※：スタートアップスタジオとは、同時多発的に複数の企業を立ち上げる組織を指します。出資・事業開発・エンジニアリング・バックオフィスの支援を

用意し、初めての起業でも成功率を高めることが可能です。 

 

■ 直近の web3/DAO に関するプレスリリース 

・【日本初】DAO 型シェアハウス「Roopt神楽坂 DAO」 

 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000491.000003955.html 

・web3 特化のシェアオフィス「CryptoBase@NIB SHIBUYA」 

 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000499.000003955.html 

・【日本初】既存 NPO 組織（NPO法人ドットジェイピー）の DAOへの移行 

 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000500.000003955.html 

・【日本初】複数自治体の連合 DAO「美しい村 DAO」 

 https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000513.000003955.html 

 

■株式会社ガイアックス 概要 

設立：1999年 3 月 

代表執行役社長：上田 祐司 

本社所在地：東京都千代田区平河町 2-5-3 Nagatacho GRiD 

事業内容：ソーシャルメディアサービス事業、シェアリングエコノミー事業、web3/DAO事業、インキュベーショ

ン事業 

URL： https://www.gaiax.co.jp/ 

 

代表執行役社長 上田 祐司  

東京都千代田区平河町 2-5-3 Nagatacho GRiD  

名証ネクスト市場 コード番号：3775 

TEL 03-6869-0018（広報室） 

株式会社ガイアックス 

本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ガイアックス 広報窓口：高野 TEL：03-6869-0018 MAIL： hiroshi.takano@gaiax.com 


